
〜自然からの恵み〜

18 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会

有明海苔の産地である有明海は、九州西部にあり、
福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県に跨がる九州最大
の湾でもあります。有明海の大きな特徴として、潮
の満ち引きによる干満の差が非常に大きく、潮が引
くと最大で 6mも海面が下がることがあります。こ
のため潮の流れが速く、海水が海底までよく混ざり、
海の隅々まで酸素が行き渡り豊かな生態系が形成さ
れます。
有明海苔は、この大きな干満の差を利用して作ら
れ、漁師さんは海に大量の支柱を立て、潮が満ちて
いるうちにその支柱に海苔の網を張ります。そうす
ることで、海苔の網が海中にある時間と海上に干出
する時間ができ、潮が満ちている時は海中で栄養を
たっぷり受け取り、潮が引いて海上に干出している
ときは日光を浴びてうま味を閉じ込めます。これは、
有明海という特徴的な漁場でしかできない海苔の
生産方法で、他の海苔漁場のような海水に浸かりっ
ぱなしでできた海苔とは違う黒褐色の色と艶のある
海苔ができます。このように有明海は海苔の産地に
適した最高の環境を
もった漁場で、日本の
生産量 1位の佐賀県、
2位の福岡県を含む有
明海の海苔が国内総
生産量の約半分を占
めます。

有明海に広がる海苔養殖場と雲仙普賢岳

筑後川と有明海

柳川市

筑後川は、古くから筑紫次郎の愛称で広く知られる九
州第一の河川で、北部九州中央部を西流して有明海へと
注いでいます。水資源機構では、これまでに筑後川水系で
6事業完成させて、その後も施設管理を行っており、筑後
川流域や有明海と深い関係にあります。また、筑後川が
流れ込む有明海は、特有の自然環境より生み出される「有
明海苔」で有名な日本一の海苔の生産地域でもあります。
今回は、その有明海で「有明海苔」を生産している、佐賀

県有明海漁業協同組合の江口専務理事と福岡有明海漁業
共同組合連合会の宇野専務理事にご協力いただき、「有明
海苔」の魅力などについて、ご紹介させていただきます。

日本一の生産量を誇る有明海苔



流れの先に ● 19 

有明海のように内湾で、河川の影響を受け易い
海で育った有明海苔は、外海で育つ他の海苔と比
べて手入れが大変で、漁師さんの苦労は並大抵な
ものではありませんが、その分おいしい海苔が期
待できるというわけです。海苔の摘採時期（11 ～
3 月）には、質の良い海苔が採れるとされる夜明け
前に舟で小間（海苔養殖場の区画）に行き、寒い中
で海苔を摘採することは非常に厳しい作業ですが、
おいしい海苔を作るためには欠かせない条件との
ことです。

おいしい海苔の要素には、①色が濃く黒紫色でツ
ヤがあるもの、②穴や破れがなく厚みが均一なもの、
③焼いたとき深い香りと濃い緑色を呈するもの、④
口の中で柔らかく溶けるもの、これら全ての要素を
兼ね備え厳選された「有明海苔」は最高級の海苔と
いえます。
また、有明海苔をおいしく食べるには、電気コン
ロなどのにおいのでない熱源で深緑色になるまで焙
ります。焙ったら食べやすい大きさにしてそのまま
口の中へ入れてください。口の中に入れると海苔が
ふわっと溶け、同時に豊かな風味とうま味が広がり
ます。是非お試し下さい。

品質の良い海苔を育てるためには、川からの栄養
分などの恵みを守ることが不可欠だとのことです。
そのために漁業組合の方々は、自然環境の保全活動
として、筑後川や矢部川などの上流で山林への植樹
や河川の清掃活動などにも取り組まれており、こう
した皆様の努力が「日本一の有明海苔」を作り出し
ているのだと深く感動しました。

生産者の努力で作られる極上の海苔 おいしい海苔の選び方、食べ方

自然の恵み『有明海苔』を守るために
干出する海苔網の状況

海苔の摘採作業の様子

読者プレゼント 「有明海苔」10名様
　今回取材に協力いただきました佐賀漁協・福岡漁連様
より読者の方10名にプレゼントをいただきました。
また、各ホームページで「有明海苔」に関する様々な情
報が紹介されております。是非ご覧下さい。
　ご希望の方は、①ご住所、②お名前、③性別、④年
齢、⑤電話番号、⑥このコーナーの感想を記入の上、ハ
ガキにて下記までお申し込みください。
■宛先　〒330-6008 さいたま市中央区新都心11番地2
　　　　独立行政法人水資源機構広報課　広報誌係
■応募締切　平成26年1月31日（金）（当日消印有効）
※当選者の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
　いただいた個人情報の目的外利用はいたしません。

「佐賀のり」
の直売所
12月3日
オープン！

『まえうみ』

佐賀県有明海漁業協同組合
江口　専務理事

福岡有明海漁業協同組合連合会
宇野　専務理事

「福岡のり」
をよろしく！

ホームページアドレス
http://www.jf-sariake.or.jp/

ホームページアドレス
http://www4.ocn.ne.jp/~ariake/


